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■上組区の総代 ■中組区の総代

■東区の総代  ■上庭区の総代

福寺
イの  数の由来でな深

薇

補陀山観音院東

▲一部拡大図

▼全体図

東区観音堂今昔絵図
ヨコ 170 cm× タテ 80 cmの 扁額一̈東

区
観
音
常
今
昔
絵
図
‐
に
画
か
れ
て

い
る
補
陀
山
観
青
院
束
福
寺
と
東
福
寺
神
社
。

絵
図
は
観
音
堂
焼
失
後
、
新
し
く
不
納
さ
れ

た
も
の
だ
が
、
縁
起
や
口
碑
を
も
と
に
画
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。

（筆
」‐‐常
は
、
毎
月
卜
．ハ
Ｈ
と

ｌ
卜
Ｈ
に
お
参
り
拝
復
で
き
ま
す
）

言  ク



東福寺神社だより (2)

目
「東
福
寺
と
い
う
名
の
大
寺
が
あ
っ
た
か
ら
ユ
財
馨
談

じ

土

寸ス福“束幌一」一」Ｈ
Ｍ観乱山だ陀ふ補

４０
年
前
の
篠
ノ
井
東
小
学

校
開
校
十
周
年
記
念
で
、
講

演
に
訪
れ
た
東
信
史
学
会
会

長
の
黒
坂
川
平
先
生

（故
人
）

が
、
当
地
の
地
名
考
と
し
て

声
高
に
、

「東
福
キ
と
い
う

の
は
何
で
で
き
た
か
と
い
う

と
、
東
福
寺
と
い
う
お
キ
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
！
」
。

「東
福
寺
と
い
う
大
寺
が
な

け
れ
ば
そ
ん
な
名
前
が
つ
く

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

に
は
大
御
堂
堰
と
い
う
川
も

あ
り
ま
す
ね
。
必
ず
立
派
な

お
寺
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
＝
」
と
、
力

強
く
話
し
た
。

「大
御
堂
と
い
う
伽
藍
は

平
安
時
代
の
終
り
か
ら
鎌
倉

時
代
に
、
全
国
で
大
事
な
と

こ
ろ
に
造
ら
れ
た
お
堂
の
こ

と
で
す
。
当
時
は
阿
弥
陀
様

の
信
仰
が
格
ん
で
、
人
は
亡

く
な
っ
た
ら
西
方
浄
土
へ
行

く
と
い
う
信
仰
が
強
か
っ
た

頃
で
す
。
そ
の
頃
、
大
御
堂

と
い
う
人
寺
が
全
国
の
人
事
な
と
こ
ろ
に

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
よ
く

知
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
宇
治
の
平
等
院

鳳
凰
堂
や
奥
州
平
泉
に
あ
る
金
色
堂
も
大

御
堂
で
す
。
だ
か
ら
東
福
寺
と
い
う
お
寺

は
で
す
ね
、
非
常
に
大
事
な
、
立
派
な
お

寺
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
。

「東
福
寺
と
い
う
大
寺
が
あ
っ
た
か
ら

東
福
寺
と
い
う
名
が
、
地
名
と
し
て
残
っ

た
の
で
す
」。

黒
坂
先
生
の
学
識
経
験
に
裏
付
け
ら
れ

た
考
察
が
、
信
ぴ
ょ
う
性
の

‐―‥ｌｉ
い
地
名
伝

説
と
し
て
心
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

観
音
院
東
福
寺
が

あ
っ
た
と
い
う
事
実

明
治
卜
五
年
、
東
福
■
村
戸
長
の
報
缶

で
、
こ
の
大
寺
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
記́

述
が
　
」長
野
県
町
付
誌
　
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
　
そ
の

‐
ｉ‐Ｊ
述
は
、

【廃
寺
跡
あ
り

東
福
寺
と
称
す
¨
応
和

（九
六

一
年
）
の

頃
、
人
台
に
し
て
人
■
な
り
¨
術
陀
山
祝

音
院
束
補
■
と
号
し
、
本
尊
は
十

＾
而
観

青
な
―り
］
身
の
丈
．
尺
で
行
暴
作
＾
キ
院

は
養
和

・
寿
永

（
＾
ｒ
（

一年
）
頃
、
義

仲
長
茂

‐‐―‐―
氏
の
兵
火
に
か
か
り
消
減
す

本
尊
の
み
残
る
　
．――――
し
て
後
、
宣
永

（
一

六

四́
年
）
の
頃
、
＝

・
――――
岩
が
本
村
下

組

（現
束
福
寺
束
区
）
に
庵
字
を
建
立
し
、

レ
消
失
で
今
は
見
る
事
が
で
き
な
い

十

一
面
観
音
菩
薩
。
行
基
作
と
い
わ

れ

「池
田
宮
の
モ
ミ
の
枯
れ
大
木
を

使
う
。
中
居
組
よ
り
当
堂
へ
奉
り
し
」

と
、
嘉
永
の
頃
の
文
書
に
鹿
島
金
五

郎
が
記
し
て
い
る
。

観
世
音
菩
薩
を
安
置
す
る
。
廃
寺
跡
地
は

梁
田
と
な
り
し
、
字
大
御
堂
沖

（上
組
北
）

と
云
う
と
こ
ろ
な
り
】

（
『晨
野
県
町
村

誌
』
よ
り
）

【表
紙
】
に
掲
載
し
た
束
区
鶴
音
堂
今

昔
絵
図
に
は
、
東
福
寺
神
社
と
観
音
院
東

福
寺
が
併
設
し
て
画
か
れ
て
い
て
、
東
福

寺
神
社
の
西
方
約
二
〇
〇
ｍ
の
地
籍
に
あ

つ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
の
前
方

（
上
組
北
）
地
籍
に
あ
た
る
と
い
う
口

碑
を
み
ご
と
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

てん  だい  しゅう

天台宗

下組に移つた観音院は、幾度も消失の憂き目にあつた。

最後まで残った観音堂も、平成 23年、不審火で全焼



(3) 東福寺神社だより

天
ムロ宗
東
福
寺
の
確
証

天
台
宗
に
つ
い
て
は
、
最
澄
が
長
野
市

内
に
来
た
か
ど
う
か
の
確
証
は
な
い
が
、

東
国
巡
錫
で
御
坂
峠
を
越
え
て
、
お
そ
ら

く
東
山
道
ル
ー
ト
で
、
群
馬
県
の
緑
野
寺

に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
す
。
最
澄

の
高
弟

「円
仁
」
は
栃
木
の
壬
生
氏
出
身

で
円
仁
と
き
わ
め
て
親
し
か
っ
た

「恵
亮
」

と
い
う
信
濃
国
水
内
縣
出
身
の
叡
山
の
高

僧
が
い
ま
す
。

善
光
寺
に
は
円
仁
が
納
め
た
と
い
う
刻

書
が
あ
り
、
鉦
鼓

（密
教
の
法
具
）
が
今

も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

９
世
紀
か
ら
１０
世
紀
に
は
天
台
宗
が
粘

力
的
に
信
濃
や
束
国
に
進
出
し
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
、
善
光
寺
が
天
台
宗
で
あ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
善
光
■
の
所
領
だ
っ

た
と
さ
れ
る
古
野

（現
在
の
布
野
、
小
島

Uス タジアム玄関前付近に立つ、南宮の跡

を記す碑。南長野運動公園の下に眠る南宮

遺跡は、中世の暮らしを教えてくれる。

柳
原
遺
跡
）
か
ら
も
１０
世
紀
の
遺
構
か
ら

香
金

（密
教
法
具
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
南
宮
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
青
鋼
製

品
の
火
裂
斗
は
、
柄
香
炉
で
あ
り
、
鉦
鼓

や
香
令
と
セ
ッ
ト
に
な
る
密
教
法
具
で
も

あ
り
ま
す
。

東
福
寺
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
武
甕

槌
命
Ｈ
鹿
島
さ
ま
は
、
ど
の
様
に
し
て
こ

こ
と
繋
が
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

南
宮
の
出
土

‐‐‐‐‐‐
に
そ
の
形
跡
が
読
み
と

れ
ま
す
ぃ
多
く
の
堅
穴
住
居
跡
に
、
炊
事

用
の
長
煙
道
カ
マ
ド
が
設
け
ら
れ
て
い
た

り
、
鉄
製
の
武
器

・
武
具

・
刃
子
な
ど
が

各
戸
に
多
く
残
さ
れ
た
形
で
出
上
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
鹿
島
さ
ま
が
、
作
り
始

め
た
武
士
に
よ
る
統
治
、
武
家
社
会
の
現

南
宮
遺
跡
で
は
、
地
鎮
祭
祀
も
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
大
伽
藍
と
ま

で
は
い
か
ず
と
も
草
堂
の
護
摩
堂
の
よ
う

な
寺
院
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
は
必
然
で
す
。

天
台
宗
補
陀
山
観
音
院
東
福
寺
が
存
在

し
た
こ
と
の
確
証
は
高
い
も
の
で
す
．

わ
れ
で
あ
り
、
長
煙
道
カ
マ
ド
の
生
活
様

式
は
、
東
北
の
エ
ミ
シ
文
化
を
持
ち
込
ん

だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
信
濃
国
に
武
甕
槌
神
を

呼
込
ん
だ
も
の
は
、
出
雲
の
大
国
主
命
の

子
で
あ
る
建
御
名
方
神
と
の
国
譲
り
の
競

争
で
、
武
甕
槌
神
は
建
御
名
方
神
を
ね
じ

伏
せ
て
、
一信
濃
の
諏
訪
に
封
じ
込
め
た
と

い
う
神
話
ｃ
軍
神
と
し
て

一‐日
本
最
強
の

神
」
と
い
わ
れ
た
山
縁
で
も
あ
り
ま
す
［

１０
世
紀
は
武
士
が
出
現
し
平
将

門
の
乱
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

在
地
領
主
を
主
体
と
す
る
武
上
が

力
を
付
け
て
き
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
ｃ
以
上
の
点
で
鹿
島

信
仰
の
信
濃
進
出
は
、
納
得
で
き

る
こ
と
で
す
。
こ
の
進
出
を
予
見

で
き
る
文
献
が

〓‐鹿
島
神
宮
占
記

録
」
で
す
。

鹿
島
神
宮
の
分
社
に
つ
い
て

鹿
島
神
社
の
本
宮
は
、
言
わ
ず
と
知
れ

た
茨
城
県
鹿
嶋
市
に
あ
り
ま
す
。
鹿
島
神

宮
の
御
分
社
は
、
茨
城
県
内
で
は
約
四
五

０
社
、
隣
接
す
る
千
葉

・
群
馬

・
栃
木

・

福
島
の
各
県
に
約
四
●
●
社
が
あ
り
、
全

国
で
は
二
千
余
社
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
春
目
人
社
や
塩
釜
神
社
は
全
国
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
御
分
社
で
あ
る

と
。
（
「鹿
島
神
宮
古
記
録
」
に
よ
る
）

全
国
二
千
社
の
中
に
、
こ
こ
信
濃
の
鹿

島
社
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
江
戸
時

代
に
入
る
と
、
徳
川
家
康
の
崇
敬
を
受
け

て
、
鹿
島
信
仰
は
さ
ら
に
全
国
に
発
展
し

て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
ぃ

鹿
島
さ
ま
の
影
響

南
宮
出
土
品
に
現
わ
れ
る
武
器
類
・
長
煙
道
カ
マ
ド

東日本では平安時代末までカマ ドが

つく竪穴式建物跡が一般的

県道東福寺田牧線沿いにあった鹿島神社跡地 (東区地籍 )



東福寺神社だより (4)

令
和
３
年
度

東
福
寺
神
社
の
年
中
祭
事

□
春
の
大
祭
　
四
月
十
八
日

（日
）

□
風
神
祭
　
　
九
月
　
五
日

（日
）

□
秋
の
大
祭

宵
祭
り
　
九
月
十
八
日

（土
）

本
祭
り
　
九
月
十
九
日

（日
）

□
末
社
祭
・小
祭
り
　
九
月
二
十
日

（月
）

□
新
嘗
祭
　
　
十

一
月
十
四
日

（日
）

□
元
旦
祭
　
　
一
月
　
一
日

（土
）

新
し
い
祭
事
の
試
み

□
夏
越
し
の
大
祓
い

六
月
晦
日
～
七
月
七
日

□
冬
越
し
の
大
祓
い

十
二
月
二
十
五
日
～
三
十
日

型ヽ
疫病退散

緊
急
報
告

拝
殿
の
傷
み
ひ
ど
く

修
繕
待
っ
た
な
し

東
福
寺
神
社
の
本
殿

。
拝
殿

。
社
務
所

屋
根
の
塗
装
の
劣
化
が
ひ
ど
い
。
拝
殿
は

４０
年
前
に
屋
根
の
カ
ラ
ー
鋼
板
で
葺
き
替

え
を
し
て
以
来
の
こ
と
。
加
え
て
、
拝
殿

は
軒
裏
板
の
腐
食
破
損

（数
ヵ
所
あ
り
）

で
穴
が
あ
き
、
鳥
や
コ
ウ
モ
リ
が
侵
入
し
、

拝
殿
内
部
は
お
び
た
だ
し
い
草
ゴ
ミ
や
糞

で
汚
れ
放
題
。
コ
ウ
モ
リ
の
侵
入
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
心
配
さ
れ
る
。

拝
殿
本
部
の
修
繕
と
屋
根
の
塗
装
工
事

は
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。

修
繕
委
員
会
を
設
け
て
、
検
討
中
。

神
社
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

昨
年
１０
月
３０
日
、
東
部
保
育
園
の
園
児

た
ち
９０
名
が
、
自
分
達
で
作
っ
た
衣
裳
で

仮
装
し
て
地
域
を
回
り
な
が
ら
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
東
福
寺
神
社
に
着

く
と
魔
法
使
い
に
変
身
し
た
総
代
の
滝
澤

さ
ん
と
、
順
番
に
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
し

ま
し
た
。

木
の
実
や
き
れ
い
な
落
ち
某
を
探
す
な

ど
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き

「和
」

の
神
社
で

「洋
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
れ
ぞ

「和
洋
折
哀
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
遊
び
場
提
供
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
東
部
保
育
園
記

″
今年も来たよ～

″

信用の店

電 業 社
倉il:紫 70ど羊

本 社 長野市篠ノ井御幣川 1229‐ 3

TEL(026)292-0620  FAX(026)293-9772


